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(3) ピスカルパモイルジセレニドは芳香族化合物のFr i e de l-Craft s 型カルパモイル化，および環状
エーテルの関環カルパモイル化の新しい有用な試薬となり得る乙とを明らかにしている。
以上のように.本論文はアミン類のセレン触媒によるカルボニル化反応の過程を明らかにし，得られ
た知見をもとにして新しい有用な合成反応を開発したもので\ 乙れらの成果は触媒化学，有機合成化学
の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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